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第 5 群

I 必 修〈共通問題〉

昭和30年度 問題(1 ) 正答率 1/.0% 

つぎの交の( )の中に， 下の 仁二|のうちから適当なものを一つずつ選んで，

その番号を書きなさい。

栄養素のうちで，.エネルギ{のもとになるものはaく 〉 ・bく 〉 ・c

( )である。これらのうちで.日本人が多くとりすぎている栄養素はd ( 

〉で，とりかたのたりないものは. e ( )である。われわれが日常多く食

べている食品である f( )のf置を少なく し，たりない栄養素を補うために.

g ( )を多く用いた食物なとるように工失レ亡.栄養改善につとめなければ

ts;ら?ιL、企

l. ピタミ ユ〆 2. 髪白質 3. 無 機 質 4. 総 分

5. 炭 水 化物 6. 隠 肪 7. 大 表 8. ノマ y 

9. 官主 10. 種 i陶 11. バタ ー 12. 卵 13. 米

A 現在の食生活〈栄養上〕の笑惰を知り?その改善の方向を現解しているか

どうかをみようとしている。

B 

C 

1. 栄養の役割と，その栄養紫を含む食品がはっきりしていないのであるま

いか。特にこの問題では，ぉネノレギーの元になる，すなわち熱量索につい

て求めているのであるが，その意味がはっき りしていないようである。

2. 栄吉毒素と食品の区別がむつかしい。たとえば，炭水化物の中に綾分があ

り，脂肪の中にパター，種油があるものを，食品と して脂肪 に入れてい

る。 豚の脂肪はラード，止やの脂肪はへ γ ト，牛乳の脂肪はパグー，業種の

?簡は種油と，純粋な油脂にはおのおの名称、がある。これらの点t主，なかな

か理解され難いものと思われる。
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1 その時代における食生活の笑情をは握させる， (特に最近における〉

2. 日常の食事の内容に関心を持たせる。

(1)栄養に関する統計変，図表を利用する。

(2) 笑生活を誕生し，失態調査の反省をさせる。

(紛食品分析表を活用する。

{必笑物によって指導する。

この問題では日本人の食習慣として，米が返金され，反対に脂肪が不足して

いることをは握させたいのである。そこでこうした内容を指導するには，ただ

現在の基準量をf詳奪するだけでなく，笑生活に関心を特たせるためにぜひと

も，各自の家庭の食事・調査をさせる。分量については御叙が何杯，お汁は実に

何がはいって何杯，中位の腕1({~きり ， というような嗣ベかたでよいから，教

師はよく補導して笑態がl.Ei在に現われるよう努める。場合によってはグループ

でまとめさせてもよい。それらな，現在の基準量と比戟検討させるならr 過不

足の状況がおのずから理解されるのであるまいか。

さらに，最近における淳生省統計局による栄養笑態調貨の統計をみせ，会国

的な傾向と自分たちとを比較して，改善点を見出させるようにしたい。 く資斜

は保健所.県統計課などに3さっている〉

つぎにJ不足している栄養業の合有食品を分析表によって制べさせ，どのよ

・うな食品をど補つでいけばよいかを指導する。たとえば，脂肪性食品在献立に人
も・た

れるためのくふう主して矢ぷらs妙め物のみでなく，酢のものはサラダ肢に，

お菓子にもカリン絵r シ，._-・タリ {ム等に脂肪の含まれることを指導し，興味

深く進めてゆきたいものである。

さらに指導の結果は，各自の家庭においてどのように活用されたかを，数か

月後に実態調査をし，その改替やくふう努力について批判させてみることが大

切である。

昭和31年度 開館 【5) 正~* 72./% 

穂市でも農村でも，主婦は.一般に家事に費す符聞が多すぎ，教授や虫丸楽のf時間
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がすくなし、。つぎは，ま織の家事に聖堂す時間をすくなくするための怠見である。現

在の一般家庭の事情から考えて.適当主思うものにはOを，そうでないものにはX

をc)の中に書きなさい。

く )1. 家族主"主婦に~})して家主要を分tB.するようにする。

c ) 2. 家事をはじめる前に，手順や方法について新しく場えるよりも，すベ

て従来のしきたりによってやる方がよい。

C ) 3. 何をおいても，まず弱者の設備や道具はすべて致事rr式のものにするの

く ) 4. 1¥'iJi:堂筋の恕訟をくふうして，道具が皇室鐙しやすく， 手順よく使える

ようにずる。

く ) 5. 一自の教養娯楽の時間をきめておいて.その時にな。たらどんな家事

でもやめるよう にする。

A 家庭経営には家主義労働の合間イヒが大切であるが，その中には家事労働を主

鰐だけの仕事とせず，室長族のmカによ らねばならぬ面も多い。これらを理解

しているかどうかをみようとしたものと思われる占

B 常識的な要紫が多分に含まれているので正答率は智治によい。

C 日常生活に突捜する意欲~起させるよう配慮する。

l 各々の生活場商を発表させる。

2. 母親の家事労働に費やす時聞を発表させる。

3. 生活時間表を作成させる。

一例として各家庭の家事を鎖当している人(主婦の場合が絞も多い〉のある一

日を選んで， 24時間の表を作り，自分の~I:Iの表と比較してお肘の忙しさを認

識させる。同時にわたし遠の牛活時閣は8時間働き， 8時間眠り， 8時間休養

するという理想を基準として検討し，現在の反省主将来に対する心構えを認識

させる。
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A 

参 考 事正 料

都会の主婦 差是lまん期の主婦

主 婦 の一 日の生活時閉め例

〈注〉 中学校職業・家庭科〈女子肉〉 ・・・・突綬の教科書より引用

昭和32年度 問題 (5) 正答率 イ.54.6% P. !t8.0% 

つぎのA;3誌をB表と比べてみて.A表でもっ と も不足していると忠われる栄後~

をこっE選んで，その符号を筏の( )の中に書きなさい。

またこれを繍うためにどんな食品をとったらよいか。 それぞれ一つずつ答の

)一一一ーの上に書きなさ".。

A表
昭和 30年度 ぜっ

~開平均栄蓄量終阪急日:本人一人一目当

a 

b 

c 

|髪 白質

!カルシウム

| 鉄
d |ピタミゲ A

e|ピタミシ B

答 イ.

P. 

69.7 g 

0.337 g 

14mg 

1536 1. U. 

1.16mg 

〈 〉

コ

I三ヨ見 日本人ー人一日当
栄養基準錫:

主資 自 長 | 73g 

カルシウム| 1& 

鉄 10mg 

37001.U. 

ピタミ:;/B II 1.2mg 

栄養素とその含有食品を理解しているかどうかをみようと している。
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B 

1. 保全紫の栄養的特質が明確に理解されていないのであるまいか0

2. 食品名の記載が全くないので，想起されにくい点がある。

C 30年度必修問題 (1)と同じである。ただ本年度では保全棄の改警に重点

をおいているので，この種の指導にあたってはぜひ分析霊祭を用意したいもの

である。分析表の見方を指導する之同時に.実際の食品を量的にも結びつけ

て指導したい。たとえば，カルシウムの多い食品を知らせるためにz 牛乳に

注目させるよう留意する。もちろん 100g中の含有量の 最高は牛乳ではな

い。海:誌類・ 黒凱司祭等は 1000mg以上もある。牛乳では 100mgしかない。し

かし，わかめ汁のー聞の分量は 2gでしかない。黒胡麻で一回の扮月末あいの

佼用量が5gであるならばp 両者のー聞のCa量は2伐ng-25mgのものにな ・

る。 牛乳ー厨では 1:本180g主するならt幻80mgを繰ることになる。

また味噌汁と牛乳とをよく比較する人があるが，味噌の Caは 100g中 100
わん

mgで牛乳と同様であるが， 1 椀の味噌汁では10-15gの味噌であるからr

Ca~主 i O~15mg， 2杯飲んでもその俗で しかない。 Caについてはr 比較にな

らない程牛乳で多〈 とることができる。 なお.牛乳のカルシ ウムはカゼ、イ ン

と共存し， 非常に消化吸収のよいものである。これらの点た考慮して指導し

たいものである。

備考

34~手2 丹に，栄養所要量置が改訂になっている。くわしくは， f1959年改窓 口

本人の栄養所聖書設について」一 一科学技術庁資源調査会により出版された本を参

考・にしていただきたL、。 c第ー出版校発行〉

この改IEの行われた理由はつぎの巡りである。

(1-) 日本人の戦後の体位向上のめざましさに対応したこと。

(2) 最近における栄養学の進歩から，新たに脈事喜量を算定するための条件が量生ヲ

たこと。
なん

(紛世界各国の研究進歩から，各国民のカロ 9-，および資自質所要最に関して

為'主主な報告の採供があったこと。c鼠揮翼連合食滋農業機関 (-FAO)が中心〉

a カルシウムの改訂

成人1人1gがO.6gに。手L幼児0-ラ才ま』とO.壬g. 6-8才O.$gとす九、ぷ

ん少なくなった。それでも問題の摂双主主では，所主要Z止に近づくために努力し
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なければならない点であろう。

b V. Aの改訂

日本人の給源は，授も多いのはB-;lJ戸チyであるe これまでは!EJI!効果が

Aのーであるとされたが.最近ではずっと惑く まと考えられるようにな勺

た。必要量も戦後英凶で行われた尖験が最も倍額:.u来るものとして採用さ

れ.Aそのものからでは 2::100J.U. Bー力ロチンでは6000I.U.と2木立ての

表示K.弘・められた。指針しL分・折荻には:告があるはずであるが， ー応にんじん

100 g 1) 5JO 1. U.とあるものは.45gとらなレと6つ00にならなL、。今までの

37JO I.U.では約勿gでよか勺たCである。

70.5% 

下の表は.A'B二極のjJνーライスについて，その材料を示したものであるe

とのニつを比べてつぎの11唱の符をーーーー』の上に.AかBの符ゆでおきなさL、。

正答・2解

1. 栄炎から5J:iえてすぐれている

のはどちらか。

主主

容

3. 作るのに時1:.11と労力の少なく

てすむのはどちらか

谷;

B 

泡 .たら

irh 

たまねぎ

しa うが

じ.tJ~ 1.、も

にんじん

小 炎 粉 ・漏l
ヵ ν {粉

ta 

白米

問題 (2)昭和33年度

経費の少ないのはどちらか。2. 

A 

l隊肉

泊

1たまねぎ

し左う が

じぞがいも

にんじん

を《

即時 71 V ー

くカレールー〉

一
米

一会
ぐ
白
一一号

線
一
つ
事

一
分

一
レ
M

E

，
 

献立作製にあたって栄養上，経済上，能率上からみた食品選択の理解をみ

ょうとしている。

A 

どちらが良質であるか等の問解は割合によ• I司じ食品群の~I:jの比較なら ，B 

いように思

-カレ-1レーという ことばの理解に欠けていたのであるまいか。
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c .種々の献立を検討させる。

ー・同じ献立でも食品の総合せ方がいろいろあることを浬解させる。
つ否

1. 問 1の場合は七分揚うにと白米の比較であって，・七分揚米を奨励すること

をねらいとしているようである。

2. 蛋白源、く豚l勾と箆だら〉 主主幹加工品〈即席・カνーと小女粉，カ tノー粉，油〉

としての両者の比較である。なお，質物もできFるだけ自分でする機会を作

るように指導したい。

3. 生活を簡素化するには，半加工品の活用も大切で、あるこ とを教えるよう

にする。豆腐や味噌も家庭で作らなくなった現在ではなおさらである。 た

とえばp 小麦粉を泊またはバターでいためてルーを作る時，時簡をゆっく

りかければ笑味しくできる。しかしそのために，時間は少なくと も30分は

かかる。小麦粉を水で溶いたのではまずいからである。

昭和34年度 問題 (4) 正答率 /3.0% 

つぎの文のく 〉の中がち適当なものを選んで，その番号をOでかこみなさし、。
こ10. ~ ょう

よし仰はも~f/f・るには，栄養所喪主主と，わがE認の食糧事情や食習慣とを考えあわせ
<: ぞっ

て作られた く1.六つの基礎食品.2.食品群別摂取:監のめやす.3.栄養基準量〉を参

考にして. く生食品.5.栄3産業.6. J京草寺〉のとりあわせをきめる。

A 献立作製上の基本的な知識〈特に栄養筏阪の商〉を問うている。

B r・・・・・・と考えあわせて作られたJという文章と， ( )内のどのことば

に続くかという判断がむづかしいように題、われる。

c '. /・〈つの基礎食品や食品群別摂取量のめやす，栄養基準量，栄養所要量等

について明践にする。

・小学佼における段階(穴つの基事態食品) i 
}を明絡にする。

中学校における段階く食品都別筏成量のめやす) ) 

小学校の低学年においては，好き，k粂いをいわずに何でも食べることから始

まり，高学年では，Jそつの食品群B!Jをもとにして献立立笑の方訟を習得してき

ている。

中学校ではさらに発展して，何宇どれだけ食べればよいか之いう一歩進め
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た，科学的な考え方に立って献立を作製できるように指簿しなければならな

い3 したがって食品群剖摂取量のめやすが必要になってくるわけで.この際生

徒には栄養基準量，栄養所要量等もあわせて指導しておかないと，混乱する恐

れがある。各家庭の献立を記録し，今までの指導とあわせて，グノレーブで濠想

的な献立を作製させる。この献立の中から調王監の基本になるものを笑習に移す

ようにし，笑際と結びつけて経験させることが必要である。

E 必 修 〈選択問題)

昭和30年度 問題 (10) 正答率 Z1.8% 

Cる

肉と野菜を入れたカレー汁をつくるには，つぎの三つの羽車u方法のうち，どれが

よいが栄養と!l'{{からみて，もっともよいと思うものを一つ選んで，その符号・を O

でかこみなさし、。

A B C 

-1 (幻材料を切って，全部 1(l) 材料念切j ヲて， 針菜 1 (1) 材料を切って， 会舘I~

を熱湯tこ入れて煮る。 1 だけ油でいため，肉、主Ii由でいため，水を加えて

(2) 小麦粉， カνー粉を | いっ しょにして，熱湯 煮る。

水でとき， I を加えて煮る。 (2) 小変紛とカレー岩請をi自

(1)の中に入れて煮る，1(2) 小変務，~りレー粉を でレため，(1)の汁を方IIえ
こLよフ l 

(3) 櫨と古骨組長で日去をつけ I11"<でといて， (1)の中に てから， (1)とい守し kに

る0 ・ l 入れて煮る。 煮る。

(3) 憶と飢織で事長~つけ (3) 綴と胡1叡で味をつけ

る。 i る。

A 煮込み料理の正しい調理法の理解ができているかどうかを問うている。

B 正答率が悪いのは，習慣による調理方法があまりにもf変われ過ぎていて，

正しい方設が見逃されているためではあるまいか。

C ・調理法によって栄養や味の相違する点を指導する。

・洋風煮込み料理の調程法を理解させる。

(1) 野菜の煮込み方・・・・・・抽で妙めて，7kから煮る。
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ω ル{の作り方・.. . . ./J、麦粉を治やパターで妙めて佼う 3

小麦粉を入れでんぷんにする。

1. 煮込み料理〈特にrIー物〉 を栄養的に，しかもおいし< ~- る方法なはっき

りさせることである。

2. (A) (B) (C)を比薮して，(C)の場合のように材料を ー応治で妙

めることは， 栄養的にみて含有栄養素の無駄な流出を防ぎ，栄養効果を高

める。たとえばにんじんは泊でいためる〈ことによって，カ ロチンの吸収が

すぐれてくる。

7kにとけや?い栄義分は，7Kから煮るとうま味が煮汁に出る。したがっ

て くC)が適当である。材料を泊でいためるこ とは煮物の味をよくする。

ただい野菜を煮る場合は常に水から煮るのではない。この材・料が野菜と

して他の料理に利用される場合;'L.~主 ， 熱湯でゆでる場合もゐる。サラグに

する じゃがいも， にん じんは熱湯からゆでた方が，うま味は珂~~英tこ残るの

でおいしくでぎる。

昭和31年玄 関題 仁9) 正答率 イ. 55.2% ロ.509% 

つぎのA.B. C.は，冬季における衣服の着用例である。これを見て， イ.

ロ.の間に答えなさい。

ぐF活〉 く上鷲〉
もめん

A.木線のジ今ヅ--+毛糸のジ セツー・毛糸のセータ{ー→毛糸のカーデ11:/

B.木綿のジ ツ々ー→木綿のシ令ヅー+毛糸のシ々ヅ -~糸のセータ ー

C.木綿のシセツー→ 毛糸のジセツ--+毛糸のセーターー+アセテートのスモヲタ

イ.保益上から考えて.も。 ιもよい造方はどれか.一つ違喜んで，その符号を答の

( )の中に脅さ. またその恕自主~jMきなさい s

符 ( ) 世llEl:1

日.木綿のシセ アが，毛糸のシ ャツよ りも，下支?として適当なわけなこつおきなさ

b、。

2. 

A .合理的な衣服の若方について理解しているかどうかを問うている。

B ・日常の着方の無関心から判断が困難であったように思われる。

・繊維の性質が尖際金荷主結びついていないのであるまいか。

c .笑生活に科学的な考え方をする態度を養う。
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1. 熱の伝導度について既習知識を整理する。

2. 空気の層と合気量の二方泊.から徹底させる。

3-. 繊維の科学陸および織り方の差による性質の理解をさせる。

・衣服の着用の目的のーっとして大切な衛生部商を理解させる。

衣服を着るこ とによって，体温を保持し，外気とちがった気温をつくり，身

体を駿かに保っている。衣服原料である繊維類の熱伝導度は下記の返りで，木

選~より羊毛が伝導度がぶさいので駿かしその上会気量が多いので傑池上有利

である。綬かい着方lむ身体に近い部分に合気量の多い織り方のものを選び，

また薄いものを何枚も養れば空気の層ができて緩かいわけである。さらにこの

空気を外に出さないためには，外衣には Z活気性の少ない 自のつんだ織物が必

要になる。問イ.では， C.の場合がこの理由から設も適切になるわけで，毛

糸編物を中着として空気をたくさん合み，外衣のスモァ クで空気を出さないよ

うに していることを述《ればよいわけである。

つぎに下着の条件は，膚ざわりのよいこと，洗滋の し易いこ と，価絡の安い

こと等は，一般に考えられ~，， ~o しかし，皮膚から毎日 450cc~I050cc にも及

ぶ不感蒸池のあることを忘れてはならなL、。これを下着が適当に吸収してくれ

るから，皮膚呼吸が心よ くなされているのである。不潔な下着はこの皮膚呼吸

をさまたげて，水分がたま り風邪も引き易くなる。 ピエーノレのレーン コートを

着た場合，内側に水分のたまりを感じ， 水泳胞をかぶった時のF快さ，ゴム床

靴の不快さ， これらは日常 よく感じているこ とである。このように不感蒸読を

は，汗などと違って液体を感じないで，体表面から水蒸気のようになって出て

いるのである。下着を毎回全部ぬいでねまきに着かえる習慣等も， こんな時に

保健と合せてぜひ指導したい部簡である。φ

※ 参考資料 I材 料 | 熱 伝 理;;c ~ 

鉄 0.155 

71< 0.00143 

木 綿 0.000136 

キ 毛 0.000092 

2巴 気 0.0000574 

〈注〉家庭科辞典より引用
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昭和30年度 問題(6) 正答率イ./25% ロ.&.0% 

ピエロミ/と毛の混紡サージのスカートを， 洗たくするとき，その洗い方および仕

上法には，どの方法がもっ とI も適当か。イ.ロ.にあげた項目のうちからそれぞれ

一つずつ選んで，その番号を O でかこみ，つぎにその理由を書きなさし、。

イ.洗 L、 方 ロ. イ土 上 法

しっかみ洗い 2.もみ洗い 3.はけ洗 1.手のし仕上 2.おL仕上 3.湯のし

い 4ふり洗い 仕上 4. アイ ロ ~tLと

型基 由 理由

昭和31年度 問題r13) ロ 正答率 45.9% 

つぎのズボンのアイロン仕上げをするには，それぞれ適当な温皮がある。その温

度の低いものから!闘に( )の中に番号を書き入れなさL、。

く ") å.. 化せんサージ(ナイ 'P~と ν - 3~の混紡〉のズボY

( ) b. ビニロンのズボゾ

( ) c;木綿のズボン

( ) d.毛織のズボシ

昭和33年度 問題 (10) 正答率 73./% 

デニムくたて糸もよこ糸もビニロν〉でスラマグスを作ることにした。地直しを

するには，つぎのうちのどれがよし‘か。もっともよいと思うものを一つ選んで，そ

の番号を O でかこみなさL、。
IH二 うら

1.布地全体をまず7]¥に澄し，半がわきのころ裏側lから布をあててアイロン

をかける。
.... . 

2. 布地全体を7]¥に浸し，かわかしてからき りを吹き，布をあててアイロジを

かける。

3. 布地の裂から，一面にきりを吹き，しめりがゆきわたったころ，布をあて

てアイロYを治、げる。

4 布地の裏から，しわをのばす穏皮に，かるくアイロYをかける。

nr 
q
v
 

司

4



守て?

A 繊維の化学的，物理的性質を理解して，衣類整理の方法が身についている

かどうかをみる問題と恩われる。

B 繊維の性質と取扱いについての知識がはっきりしていないようである。そ

れは，日常生活にあまり経験が少ないこ之がらが多いためと思われる。

例，均年度におけるピニロ Y と毛の混紡サージのスカートは，この年度にお

いては生徒の日常生活に入っていない。

31年度の問題でも同様なものがみられる。

c ・繊維の科学性から衣類整理を指導する。

・新繊維の認識と実用イヒをはかる。

市場に出廻っても，生徒の家庭にゆき渡って使用されているわけではな

いから，学校で標本として買求め，実物を通して指導しなければ困難で

ある。

現在では，繊維の種類に応ずる自動調節アイロンや，蒸気アイロンが

出廻っているので，安心して使用できることを知らせ，また実習を通し

て理論の根本原理を指導しておくことがよい。

※参考資料 繊維によるアイ ロンの適温

温度 大 休

f男氏
繊維とi

e、

220 手当F
音が

200 

L ~ 、

180 
チピチマ ー'木綿麻|

160 / 高
パチ ・7人組ス7

140 
絹羊毛i

120 子 I
ンュ γ ナイロン1

100 
ンユ

どニロ:.-1

長
-， 

80 
テート

60 音が.

40 1 20 

Lない

。 T 

指をぬらしてアイロYの

底宅とたたくと音がする。
低温のうちは音がしない
が100。以上になると，ジ

ユ ":l， パチハパチッ ，
チッ，ピッ，というよう

に次第に高い音になって
ゆき，200。前後からまた

音がしなくなる。
これは大体の温度と音を
合せた図である。アイ ロ

γをかけながら青によっ
て温度を知って調節して

ゆけば失敗することはな
し、。

く注〉四季の被服整怒 田中たち子著柴図書活発行より引用

(1) 30年度の問題広つい℃は，ピエロンは摩擦に強いし，スカート という

型を保持するためにもはけ洗いは理想的である。

(2) 3.1年度の問題については，ピニロ ンは熱に弱いので，アイロンかけの

適温に特別の注意を払う必要がらる。 しわをのばす程度に軽くかける。
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昭和32年度 問題 (9 J IE答率 39.2% 

そでつけ r 、
フ.ロードのブラウスの袖付について，つぎの文の く 〉の中から適当なものを，

それぞれ一つずつ選んで，その符号を O でかとみなさい。

(a. 1 Cm ) 

袖は身頃よりく b.2.5cm> くらし、ゆるくし，そのゆるみは

~C . 4cmJ 

{; e. 目TだごたなLい、ように袖の下へ > 1，レ、れる。

fι.肩右をr中心Vに乙して前後5cmくらいずつの間にJ

A ブラウスの袖のつけ方の要領を会得しているかどうかをみようとしてい

る。

B 経験が少ないので，実習したことをはっきり身につけていないのではある

まし、カミ。

c .実習を通して指導する。

・体型を通して指導する。〈ゆるめる必要性，場所等について〕

1. 県中学校長会編 「中学校職業・家庭科指導の字ぴきJの第二集.第5群

被服製作の項参照のこと。

2. ゆるみが何となしに必要であるということでなく，身体の活動上腕の働

きに慕いて必要であることを感じさせることが大切ある。

3. Iltl線に曲線をぬいつける方法について，よくその要領を指議する。

昭和33年度 問題 (11) 正答率 30./% 

!，H::'ゅう

完全に離乳する時期jは，生後いっころを目標におし、て努力すればよいか。下の

-1 -/の中からぺっともよいと思うものを一つ選んで Oでかこみなさい。

1年 l 年 6か月

A 乳幼児の身体的発育段措と栄養について理解しているかどうかを問うてい

る。
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B 観察の機会が少ないので， 指導を受けてもあまり身につかない ようであ

る。

C 乳幼児の身体的発育および栄養との関係を指導する。

ト栄養の不足

生後10か月ころになると，母乳では栄養が完全でない。

。蛋白質，脂肪r 炭水化物の三要素にはそれほど不足はないが，ピグミ

ンや無機質は不足するものが多い。

。カノレシウム

成長してくる上に6か月ころには歯がはえ始めて，一層カルシウムが

不足 してくる。 これを補うためには牛乳が最も理想的な食品であろ

う。

。鉄分

母体の肝臓に貯えられた鉄分〈胎児の時の母体から得て，肝臓に貯蔵され

て生まれる〉が消費されるく6か月ころ〉ので，食品から補う必要がら

る。 これを補うためには卵黄がよい。

。ビタミンC

母乳には多いが，牛乳に代ってくると金〈不足する。ぜひ泉汁を加え

る必要がある。

2. 母体保護のため

母乳には三要紫がそろっていても，長く続けるなら母体の健康上よろ し

くない。(r-弓」歯Jのことわざがあるように〉

3. 歯がはえ始めるのは，他の食品をとってもよいという自然現象である

ことを指導する。

昭和31年度 問題 (13)イ 正答率 70.3% 

つぎの遊び用具のうち. :3才の男の子が戸外で遊ぶのにふさわしいものはどれ

か。もっともよいと思うものを一つ選んで，その調子号を Oでかこみなさい。

1 1. 7'.'r- 1- 2積木 3 ピんの たま 4三 脚 5 ラ γパ|
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A 

B 

C 

昭和34年度 問題 (9 ) E老年率 74.3% 

こどもにあたえるおもちぞは，心身の発達をたずけるものでなければならない。
れい

下のおのおのの年齢に，もっとも適当なおもちゃはどれか。また.なぜそのおもち
b句

キがよいか。おもち宇の呆す役割を考えて，関係のある項目の番号と符号を，それ

ぞれく 〉の中に書きいれなさい。

巴子Ic〉く

F議Ic) C 

正玉Ic) C 

がらがら ・風りん ・くId !もぼうしたり，くふ
) Iす玉 t a・|うして遊ぶもの

3.1き品人形・積木・27|c.[自分で動かして遊び，!
遊び道具 I vi運動をたずけるもの i 

) 4.1木製のトラヅグ 札|
王手 ・ごむまり

乳幼児の身体的 ・精神的発達を理解し，それにみあうおもちゃおよび遊び

方についての知識があるかどうかをみよう .としている。

観祭の機会が少ないが，常識的な面が多いので割合に解答がよい。

・中学生の家庭には，乳幼児のいる家庭が少ないと思われる。したがって

観察の機会は少ないので，写真， スライドなどを引用したいものであ.

る。

-保育所の見学などは，全体でできない場合は代表者を出し，話し合いの

資料を得させる。

-家族の協カを求め発表させる。
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参考資料 筑 幼 児の発育

1.身体の

発育

. 

2.精神の

発達

一一一一一一ー

1 体重イ 生まれた月た岨T28〈とニでかき1とk5Lkに約月ききgはでには2〉清!倍はは約に5男約3えな〈~3児は56mる06nkかc.じm年でg約め〉がであ，3標約るk前精準.g2，21で倍~女年(児で3順約年が約調1の約3にm間倍2育〉8にkCにてg手9ばがなL備k標講るzは〉輩。1は年で満えあでそラる1年ろ5 • 

ロ. 3 ~告か
では約5倍

2.身長-…生まれ
倍 (72-73

3.胸囲… ー まれ
4.歯-…一生生後6 ~ 生F-

う。

6-8か月 9 -10か月 10-11か月 12か月 15か月 初か月 2-3年

③ ⑤⑥⑧⑫⑮ ⑪  

|時 期 | おも な 発育状況 |適当なおもちキ

l視ず覚山 うぶんでないが，す光うは感
新生 児 る。2日自ごろから乳を 。1

日20-22時間ねなる。

1-2か月 I~光しやは音じにめたるし。、して感 じ， 手足を動か 風車 ・ガラガプ ・

オルプール ・くす

3-4か月 首が ，笑をL、 玉 ・ぬし、ぐるみの
自が見すりわ，えだもりし，音のはかτれIすむてじヒるめs正お，隠き正手るう一へ足石。むをEよZだくし. !ぞぷ ， のつ 人形

5-6か月 りをうち けら
れを多くすごす。

片ことをいL、はじめ，会まねをする。だるま ・まり ・人
7-8か月 ひめると。りすわりができ. がはえはじ

形 ・ラ yパ ・動く
、(離手しの望書備をはじめる〉 木製の自動車や電
はいはじめて，次第単につかまって立

い 11か月 |つようになる。筒なこ とばがわか 車 ・汽車
る。
ったって歩き，やがてひ2ニり歩ききを 歩行兵 ・動く電車

11-12か月 する。喜びゃ怨りの表情がはっ り
~ してくる。 や汽車・まり

(再ffi~しが完了〉

|議 会性 がめ 似て子山うしで|絵本糊のおも
様 2 年 ぶ。階段の上り下りができ.走っ ち

たり飛んだりするo I '?"" 

満 3 年 I感ば情がはっき?く してくる。運動が活
つになって る。

満 4 年|想像力が強くなり こ…山も
しっカミりしてくるロ

手先なが器用になり，すなべてが知能的

?前5-6年 に って，いろいろ なものをつくり
だす遊びをするように る。乳歯の
奥に6歳きゅう歯がはえてくる。

(i3:.)扇面取発計進学参考資料より71JM
，-142 -
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目選択の問題

昭和31年度 問題 (12) 正答率 3/.4μ 

中学三年生の春子さんは，下のこんだてで朝食と昼食をとった。六つの基礎食品

群からみて不足しているものを，夕食にとりたりと思う。右の仁二|のうちから

適当なものを三つ選んで，その符号を答の欄の く 〉の中に書き，またそれを選ん

だ理由を書きなさい。

く朝食〉 ごはん

し;;(大恨
みそ汁 く

lじ平均;¥，、も

こんにぞくのにつけ

く昼食〕

食パン

〈バタージセムっき〕

みかん

理 由

ごはん____-戸--
〈 〉

〈 〉

〉

空空
日

a.油揚・さといも・大根
のにしめ

b. とうふのすまし汁

C. ほうれんそうのごまあ
え

d. キャペツのパターいた
め

e. さtまのム ニエル

f .大根おろし

g. しらす ・わかめの酢の
もの

昭和33年度 問題 (4)ロ 正答率 65.0% 

つぎのパユ/食のうち，栄養からみて，もっともよいと思うものを一つ選んで，そ

の番号を Oでかこみなさい。

また，その恋!由を一一一一ーの上に書きなさし、。

1.パヅ パター

2. パ y 強化マーガリ プ

3. パ ユ/ ピーナツバター

ジキム

マーマレード

グローム

にゅう

午乳

牛乳

牛乳

4. パ y いわしのかんづめ にんじんとほうれんそうのゾーテ ーく油い

ため〉 みかんジュース

現由

A 六つの基礎食品についての知識を活用し，食品の含有栄養素を理解して献

立をたてる能力があるかをみよう 2こしている。

司
u

d
μ
a
 



33年度のものは，特にパン食の献立について正しい知識をもっているかど

うかをみている。

B ・31年度については，栄養的な組合せより ，調理法によっての粗合せに因

難点があったために，判断に迷ったのであるまいか。〈備考参照〉

・33年度のパン食については，パン食のよい食習慣が家庭に行き渡ってい ・

ないことをあげることができょう。

・理由を，短い文章で明確に表現することが難かしかったと思われる。

C ・献立の要点を指導する。

・食品群については，単なる暗記にとどめず，食品を扱うたびに〈調理突

習〉身につくよう理解させる。

・家陸の協力により笑行に移し，習慣づけるように留意する。

パン食の献立にも，主食が米飯の場合と同様に， ~IJ食が必要であること(食

品群がかたよらずとれるように〉を指導しなければならない。パンの栄養分と米

飯の栄養分とを比較させて，同様に副食の必要なことを感じさせ，これにふさ

わしい副食のくふうをさせたい。また，小学校の給食を思い出させたりして，

家庭での食事の際にも活用させ，時にはグループで献立を作成させた中から，

実習させることもよいことである。

〔備考〕
どんぷり

・31年度の問題のように，実際の献立として，飯，汁・皿く魚 ・肉類〉 小 井 〈野

菜〉が，取り合せがよくて食べ易~.。この問題では汁をとらずに，どまあえ ・ 酢の

ものと似たような献立がよい専になる。昼食に午乳をつけ，夕食の汁にb.とうふ

のすましrlのところへ，わかめでもそえてあれば.五若手があって，もっとml解し易

い問題ーとな守たのであるまし、か。

・33年度の問題では.4.ヵ;iE解であるが，飲み物は 1• 2・3と問機に牛乳がよ

い。市販のジムースには.V. Cは望まれない。そして，にんじんとほうれんそう

のソーテ{含，にんじん，キャベツのソーテーとするならば.会:il平が入ってたいへ

んよし、。カルシウム源は，骨の燐酸カルジウムより，牛乳の乳酸カルシウムがより

効果が高L、。 c日本人の食事には，燐酸は多過ぎるように思われる〉
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昭和32年度 問題 (8)ロ 正答E存 31.5% 

こん
家庭でよい献立を作るために，忘れてはならない大切なことが三つある。その三

つをあげてかんたんに説明しなさい。

f
h
一
っ
し
町
一
気
山

r』

'''J、la
s
t
、

答

A 献立の条件(栄養・味・経済・労力〉について理解しているかどうかを問

うている。

B よい献立の条件について，身についた知識が不足していたため，表現のし

かたがよくわからなかったのであるまいか。

C 実生活に結びつくよう献立について認識させるの

1. 各家庭の献立を発表させて相互研究をさせる。

2. 一定の基準のもとで作らぜて，お互に発表させる。

価格 ・栄養量 ・時間などを一定にする。一度ではむつかしL、から，その

一つずつについて作製させる。(時間の都合でグノレ{プ別にするのもよ

い〉

(例〉

(1) 一日一人80円. 100円， 120円の献立をグループ別にして作らせてみる。

(2) 食品鮮のうちある 4つの群までの材料を示して，その他のどんな食品を入れて

献立を作るかを試みさせる。

(3) 献立を見せて，そのrrから時間の長くかかるものはどれかを考えさせて，日常

の生活に，時間の経済が大切であることを知らせる。

昭和32年度 問題 (12)イ 正答率 /1.8% 

つぎの文の( )の中から適当なものをそれぞれ一つずつ選んで，その符・号をO

でかこみなさL、。

白米 180ccの目方は約 (a.l00g b.120g c.140g)で，その

熱量は約(d. 40Qcal e. 50::lcal f. 600白 1)である。
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A 米の重量とその熱量について理解しているかどうかをみようとしている。

B ・計量について.身についた理解に欠けているのであるまいか。

-食品とその栄養量とが結びついていないようである。

c .計量については，でをるだけ体験を通し継続的に指導する。

・分析表の活用

分析表の指示は100gであるが，その食品100gとしてのみでなく， N~ 1 

個では，牛乳 l本では，またこれ位のいも l個で、は何gであるか，等の

方法で認識を深めるようにする。またお正月の後などでは，餅 1片何
bん

calになるかを， 1 i宛の飯のcalと比較させてみるなど絶えず生活の事実

と結びつけるよう配慮したい。

昭和34年度 問題 C5 ) 正答率 5.0% 

つぎのような食品のあっかい方をした場合，失われとケピタミ Yのうち，もヲとも

たいせつなものは何か。それぞれー勺ずつ( )の中に書きいれなさL、
1. tごいこんを用いるとき，薬をすてる。( ) 

2. いちごをにてジャムをつくる。 く 〉

3.重そうを使ってだし、ずをにる。 ( ) 

A 調理法によるピグミン損失の知識をもっているかどうかをみようとしたも

の之思われる。

B .lE答率5.0からみて，食品に含まれるビタミンを 理解していないようてみ

ある。

・食品の調理加工の知識が少ないのであるまいか。

C ・分析表を活用する。

・正しい調理法を理解させる。

1. 大根の場合，葉にはすべてのビタミンが大根と比較して多いが，その中

でもAが最も多い。

2. 果物を数種あけがてピグミ ンCを比較してみる 3

いちごは実を食べる果物として最高であるが，ジャムを作ると，長時間の

加熱になるので破壊される~ cピタミジCと熱の関係〉しかし，いちごは非
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ヒ タ 、、‘ 
三/

食 品
A.J.UI B. mgI B~. mgl C.mg 

大 様 。0.03 0.02 20 

大根の葉 9000 0.10 0.30 90 

し、 ち L吉田~ 。0.04 0.02 8) 

り ん 、，ーp 10 0.02 0.03 う

いちぢ く 30 0.02 0.02 10-15 
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な
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ら

指

主方夕、刀のものf
L
 

A

り，刀るあでのもB
L
V
 

早の敗腐常

ない。

(3) 調理に際してはその過程に重きをおき，しかも科学的な理.論の上に立つ

て笑習する習慣，態度を養うように努める。

一参考 ー

ピタミ:yBjが1000Cで.3:1分間，および 1J時間加熱されたときの，酸性，アルカ

リ性による損失率をつぎに示す。

大豆の熟煮とビタミン Bl損失率

酸 1.0 

I prl 1.30州 11熱 11時間加熱

。% 3% 性

11 8.0 

" 5.0 宮0

8 11 

20 

77JlJ111 
昭和31年度 問題 (4Jイ 正答率 Z1.6% 

つぎの文のく 〉の中から，適当なものを一つ選んで，それをにコでかこみ

なさい。
Lる a b C d 

みそ汁は，水の (1%. ラメ.10%. 15%)くらいのみそをいれたのがよL、。

A 調味の基本的な割合を理解しているかどうかを問うている。

B 調味料の基本について，よく理解していないようである。

η

，. 
4
4‘
 

噌

E
4



C 実習を通して

J. 汁物の味つけ，塩味の味あい。 1
〉を理解させる。

2. 塩と味噌との関係。 J

実習の時に，味噌汁には味噌を大さじ l杯とか2杯とかでなくて，汁の

味は 1%の塩味がちょうどよし 味噌 100gの中には，およそ10gの塩

が入っているから，塩の10佑量の味噌を佼うとちょうどよい味となるこ

とを指導する。 L、いかえれば.7.1<の10%の味噌が必要になる。しょう泊

はp 約20%の塩をふくむとみて， 塩の 51吾使うことになる。

※参考資料

制味料 |水との割合

i叙

I!;jミ

味

噌

1 % 

10 % 

!米「自の担分含有訟は約10%である。し

よう泊はやく20%弱の担分をふくむ。

〈製品によ って差がある〉

昭和34年度 問題 (14) 正答本 0.0% 

つぎの奈は， ドーナツを作るときの材料と分訟を示そうとしたものである。 この
らん

表の~欄のく 〉の中にそれぞれあてはまるものを怒きいれなさい。

材 料|分量(計盆誌による桜島
注 1.計量式1.，7.

イ小変 粉I100g く
(200∞〉

青1.量スプ-:;1

ロ.さ と 30g く 〉
大さ じく15CC)
小さじ (5CC) 

ハ .( 3 g く小さじ 11まし、〉
2.なの材料のほかに

あげ

揚油を用いる。

半個 く大さじ 2はい〉

ホ . -"1ふ 30cc (大き.じ 2はい〉

5 g はさじ十まい〉

1 4 

A 食物。笑習において，材料やその分量を知り，計量器を.u::しく使って調理す

ることを，理解しているかどう かをみようとしている。
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B 計量と調理の方法が身についていないのであるまいか。

C 調理法の指導を科学的にする。

1. 正しい分量を指導する。

2. 食品の重量と容量との闘係、を知らせる。

3. 計量器になれさせる。

家庭で汁をつくったり，煮物をしたりする際にも，正しくはかるように習慣

づける。また，計量器は家庭にもぜひ必要であるが，もし得られない場合には

代用計器のくふうをさせる方がよい。たとえば，玉し?くし 1杯がL、くら，家

にあるスプーンl杯いくらというように活用さぜる。

また，時には家の水ひしゃくはいくら入るか等も確かめておくとよい。家庭

人は，わが家のちゃわんやコー ヒーちゃわんがいくら入るかを知らなかった

り，病人の吸飲みがし、くら入るか，水薬のひeんが 1回づ村可 ccになっているか

等，うっかりしているものである。こうしたものを生徒にはからせてみるのも

泊白い。

※参考資料 食品の体積と重量の関係(概数〉

食 ロロ日 名 |カップ却oC:I 小さじ 5~C I大さじ157

米 160 

拘1 表 110 

麦 粉 100 2-2.5 6-7.5 

粉乳，ペ一五rYグメウ
120 3-3.5 10 

〆一，澱粉， 重曹

きな粉，ごま雫こしょう 8D-90 2-2.5 6-8 

11. 160 

味 R留 230 5.5-6 18 

砂 糖 120 3 9-10 

荒 窓 160 4 12 

塩(精製溢).酢，酒 200 ラ 15 

i山 J、一， タ 一 160 4 12 

しょうゆ，み りん 220 5.5 16.5 
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iE答率 /8.8% 昭和34.年度 問題 (4)

下の表のおのおのの衣料について，イ.ロ.ハ.ニ.のとりおっかL、方の中で，
ぜんb・ GA. 

どれが巡当か。繊維の性質から考えて，もっとも池ー当と思うものの械に O を書き

し‘れなさし、。ただし. 0の数は( )の中に示した放だけとする。

lよそJtfJlィ器?ト 232け卜出しト話厄|ゅ
1.白い毛糸編の|

セーター l 

2.闘い綿織のプJ

ラウス 1 

ヲ 内し、ピエロン|
のシャツ | 

4 白川ナイロ:/1
のフラウス | 

仰
伸
一
一
間
一
山
↑
川

A 各種繊維の正しいとりあっかい方(主と してせんたく法〉が理解されている

かどうかをみる。

B ピエロン，ナイロンは市場に出ているがp 生徒の衣生活にはまだこれらの

ものがあまりはいっていなか・ったか，またははいっていてもそれをはっきり

知りえないため，区%IJができにくかったものと思われる。

c .化学繊維を含む各種の被服材料について，なるべく実際のもの，または

標本を通して指導する。

-笑物観察と同時に，科学的性質について指導する。

.生徒の経験発表をさせる。

問 イ. 必ず中性洗済を使う。
1)ん

羊毛繊維はスチ{ノレ(毛鱗〉があり，アルカリ性で溜度の高い熔液
C申コ

で洗うと縮献を起すため，必ず中性洗済を使用し，300 内外の低い

温度で，もまないようにしてせんたくしなければならない。

問 ロ.のりつけをする。

のりつけすることによって，布にはりができて摩擦を防ぐ・ばかりで
そ

なく可塑性をそえるので，綿織物にはこの必要がある。

問ハ.かげぼしにする。

毛織，ナイロン，ピι ロγは，直接日光にあてると淡黄色に変化す
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るので，その織物のもつ美しさをそこね，また繊維を弱くするので

かげぽしにする。

問 ニ.アイロンをかける。

30， 31， 33竿度の必修，選択の問題を参照されたい。

昭和;34.年度 問題 (15) 正答率 66.7% 

イ.ブラウスく 〉 ロ.スラックス〈

すん
つぎの型紙を選ぶとき，からだのどこの寸法を基準にするのがよL、かo ( 

中に宙きいれなさい。

A 21日紙選定の心得があるかどうかをみようとしている。

B たけをさきに考えた生徒がまちがえたのであるまいか。

C ・型紙の製作過程より ，採寸か所を明確にする。

・型紙と身体の部位との関係をはっきりさせる。

平な布を裁断して，立体的な身体をつつんで着る衣服をつくるのであること

から考えてp 身体の丸みを基本として考えてゆく方が妥当である。したがって

上半身は胸闘を基準とし，下半身は腰囲を基準とすべきである。

なお選定に，各人にあった適当なものが得られない場合は，大き目の務!紙を

選び，補正して使用する。

昭和32年度 問題 (8)イ 正答;本 1. 68.2% 2.0.0% 

イ.下の型紙をつかってブラウスを作るこ主にした。それについて，つぎの問に答

えなさL、。
まわり

1. 胸囲カ型紙より小さいので，補正。 2.胴囲な5cm小さくするには，どの

しなければならないが，下の a. ようにしたらよし、か。下の図の中に寸

b. Cの三つの方法のうちどれれ : 法をいれて示しなさい。

がもっともよいか。一つ選んでそ

の符号ーを Oでかこみなぎ.1，、。

ハハ〕
内

川
〕

市川は
れい
い

nu 
n斗爪

山
町
山

P

ヘリV



A ブラウスの型紙の補正について，理解しているかどうかをみようとしてい

る。

B 問2.では，胴聞の位置で絡める寸法は，型紙についてはその士になるこ

との理解が， はっきりしていなかったものと思われる。

C 

1. 県中学校長会編「中学校職業 ・家庭科指導の手びき I第二集参照。

2.型紙の補正については，必ず実習を通して理解させる。

3. お互どうしであわせ，その補正箇所を相互研究する。

昭和33年度 問題 C4 Jイ 正答率 20.0% 

まるえり

イ.自フ'ロー ドを用いて丸衿のプラウスを作ることにした。衿の丸みのしまっのし

かたをこっ書きなざい。〈下のA.Bの図の中に，しまっのしかたの図を，それ

ぞれ一つずつかきいれて，説明すること。〉

一一一」ι (説明〉
ー-・・・ーー・'"ー・'. 司、、

白川'.・ 、¥一一ーい " .... 

的，".¥ 

一一
1冊

B く説明〉

1個

A ブラウ ス製作の技術 (特に衿の丸みのっくり方〉が， 会得されているかど う

かをみようとしている。

B 1. 紙上説明に困難を感じたものと思われる。

2. 各自が実習した衿の丸みのっくり方については， 一通りしか実習して

いないむきがあるようでゐる。

C 1. 数種の綴本を準備し，活用するよう指導する。

2. 丸みのおもつかせ方を理論的に説明する。

理論的に納得させるためには，えりの丸みというだけでなく ，丸みの部分だ

けの部分ぬいをやらせるのも一つの方法である。
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丸みのしまつのし也、

たの例

九みの部分の縫い
しろをこまか〈二
本ぬいちゾめ、う
らえり 1~.lJ に たおす

O.5cmおき位に切

りこみを入れる

丸みの部分のぬい
しろを O.3cmf立に
裁ちおとす

縫いこみの部分のひらさに対して，それよりせまい部分におさめなくてはなら

なし、ことをもとにして，

ぬいちぢめたり 、

切りこみを入れたり うなどで，おさめやすくする。

ぬい代をごく少なくし〆

このJIA諭は.納山のぬいゐぢめ，スカートのすそ，和阪の袖まるみなどにも考

えさせておく方がよし、。

昭和31年度 問領 (4)ロ 正答率 /4.8% 

つぎの文の仁 川村巾，適当なものを一つ選んで，それをに二|でかこみ

なさL、。
a b 

ブラウスのえりつけをよくするにはくえり身ごろと同じつりあいにする。えり
c 

を身ごろよりややつらせる。えりを身ごろよりややゆるめる。

A えりつけの要領が会得されているかどうかをみようとしている。

B 1. ブラウスのえりつけは，実習していない生徒もあったと思われる。

2. えりも とのスタイル図が指示してあれば，理解ができたと思われる。

〈備考参照〉
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C 出題されているようなえりもとの標本を作って，実習に際して比較検討さ

せることも一方法である。

，えりのゆるんだところ 、
でき上った部分と I Iが見えるようにした

〈 えりをややつらせたところ 〉
えりをつけて開き I I模本をf'llっておく。

、えりを身ごろと同じつりあいにする r 

備 考

折えりや，ステ Yカラ等でえりつけの加減が違うので，えりもとのスタイルが図

示してあれば，いっそう出題の添味がはっきりするであるう 3

昭和31年度 問題 (8) 正答ネ イ.12.0% ロ.24.0% -'、. 0.0% 

スラ -;I~ スの製作について. つぎの問に答えなさい。

イ. 自分にあった型紙を選ぶには. どことどこの寸法をもとにして選んだらよい

か。答のく 〉の'-1'におきなさし、。

答〔 2...b__C コ
ロ.布を裁っときには，たての布目を型紙にどのようにあわせたらよいか。つぎの

うちから，ょいと思うものをーつ選んで，その符号を Oでかこみなさし、。

a. すその線に宜角にする b.わきの線にあわせる c.胴まわりの線に

出:角にする

ハ.つぎの図は.すそがシユ/グルーで胴まわりにベルトをつけた形のスラ ッタスの型

紙である。各部の縫いしろ.~この図の外側に書き， それぞれの寸法を記入しなさ

し、。

人
A スラックス作製の，基礎技術の理解ができているかどうかをみようとして

いる。

1. 採寸の基本か所について明確な態度をもっているか。

2. 裁断の しかた (布固と紙型のおき方〉に自信があるか。

3.縫代について正しい考え方ができているか。

B .31年度において， 教材としてスラ ックスをとりあげてなかった学級もあ

ったのであるまいか。
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-スラックスとかシング/レという用語を，知らない生徒もあったようであ

る。

c .県中学校長会編「中学校職業 ・家庭科指導の手びきJ第二集参照。

・各自の持っている実物を観察させる。

・スラックスの製作を体験させる(裁断も自分でやらせる〉

笑習させる時に，笑物の表， うらともによく観察させ，布の種類やわきポ

ケットの有無によって，縫代のちがいを生ずるから，その点なども指導して裁

断にうつるこ とが大切で島る。また，とくにわきポケッ トのある場合などは，

部分縫(半聞きにしたもの〉を用意してみせた方がよ L、。生徒の中には，よく

布の縦，横も知らずに切断することがあるから，こんなことも注意した方がよ

し、。

昭和30年度 問題 (10J 正答率 6/.0% 

ミシYを使用しているとき，下のような場合にはどの部分を操作したらよいか。

右の図中の符号右一つずつc)の

中に書きなさい。

く ) 1.針目があらいとき

く ) 2.下糸を巻く とき

く ) 3.はずみ車が助かな

くなったとき

昭和34年度 問題 (9J 正答率 イ.32.7% ロ./7.3% 

! つぎのィ P. のミシシの状態はどのような原因によっておこるか。下の中から

l 原因として正しいと思うものには O を，そうでなL ものには X を，く 〕の中

に書きいれなさい。

イ.上糸がきれる。 ロ. ミシYが動かない。

c ) 1.ボピンケ ースのねじのしめ c ) 1.送り金がさがりすぎてい

方が強すぎる。 る。

c ) 2.針の平たL、方を外似IJにして

さしこんである。

( ) 2.針の先がまカ2ってし、る。

F

、u
p
片
U

噌
E
ム



〈 )3上糸調子かげんねじのしめ く ) 3.抑え金のねじがゆるんで

方抑おさえが稼強ぽうす調ぎる。
L、る。

〈 ) 4.抑 節ねじのしめ方が 〈 ) 4.大がまの中に糸がくいこ

強すぎる。 んでいる。

A ミシ γの構造から，正しい取扱い方，および修理の方法を知っているかど

うかをみようとしている。

B 経験不足のため，ミシンについて簡単な操作はできるが，調整は人に頼る

という傾向が強い。

C ・家庭用機憾に興味をもたせ，各自に分解調整の練習をくりかえさせる。

・いく種類かの用布，糸，針で休験させる。

ミシン故障の原因は，取扱いの不明や，操作に習熟しないためであって，如

何なる原因によるかを発見し，機械操作の理論を考えて処理する態度を養うよ

うに指導する。

備 考

中学校に現在あるミシ":/の数では，相当然現な点、もあるが，最近家庭に普及して

いるので，家庭の協力も考-えられる。同時にまた学校の設備充実に努めなければ

ならない。

昭和30年度 問題 (6 J 正答率 52.5% 

下は台所の図である。 AをBのように改訴した。Bの方が能率がよいと思う理由

を三つ轡きなさし・。

¥ 

T 

名 2. 

ヒi定、 3
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昭和31年度 問題 (4)ニ 正答率 66.6~ 

つぎの文のく 〉の中から，適当なものをーつ選んで，それを仁二|でかこみ

ない。

制恐合や流しの高さが，普通75佃になっているのは， 日本婦人の平均身長を
a b C 

心45加 150cm 155em )と考えて設計されたからである。

昭和33年度 問題 (12)イ 正答率 1. 55.0% 2. 50.0% 

台所の設備や用具の位置についてつぎの問に答えなさL、。

1.調砲を?るとき，欠くことのできない設備を三つ，作業の順に，下のにコ

の中にそれぞれーつずつ書きなさい。

「一|二二I-BI=二I I一 一 つ 「l-Aa |→ Bl ーCI 1→|配齢

↓↓↓↓  
a( ) b( )cく) d( ) 

Z 下の仁三!中のものは，1.の問題のどの設備の近くに泣くのがも勺ともよい

か。上のa，b， c， dにあてはまるものを，それぞれ一つずつ選んでその番号

を〈 〉の中に苗きなさい。

I 1叫ん 2い州 3ぞうきん 4祖スプ-;:./，計量カヅプ|

A 能率のよい台所の条件(衛生，能率〉について，理解しているかどうかを

みようとしている。

B 台所の条件について，あまりよくは握していないようで、あれ 30年度の問

題のように.それを簡単な文章に表現することはさらに困難のように思われ

る。

C ・台所の条件を正しく理解させる。それには，台所における作業の種類

と，その能率化を考えさせ，よい台所の見学やスライ 下，フイノレム，掛

図などによって指導する。同時に悪い例も出して比較させる之よい。

・各家庭における台所の動線について批判し，その改善案を作製させる。

その結果，家庭で実行に移された場合があったならば，希望によって家

庭訪問等をして激励してやるのもよい事である。

ヮ，
p
h
d
 

吋
E
4



.30年度の問題に

ついて。

能率的な台所に

は，つぎの 4つ

の型がある。

1. A図は上記の (l) 直 線 形 (2) 平行形

何れの形にも該

当しないので，

B図(すなわち

L形〕に改善さ

れ，作業動線が

短かくなったわ

けである。
L 形 U 形

2. 窓が広くとられしかも出窓になったので，採光もよく広〈使用されて

能率的である。

3. 直接食事室へ連格することができるようになって便利である。

.31年度の問題について

作業台の高さは，身長x~の高さが適当である0

.33年度の問題について

作業内容から作業台の種類， およびその配列とが考えられるわけであ

る。つぎに個々の作業台には能率をあげるという目的にかなうよれそ

の高さや周辺に置かれ

る用具等が考慮される

ことになる。すなわち

立ったままで、上下水平

の鎮で，手のとどく範

囲に道具を整備するこ

とが必要である。

右の図はその 1例を示し

たものでああ。

hnHjrJJSl 
』~一円冨円円l

l日~品JJ
剛⑦
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昭和32年度 問題 (4)イ 正答率 23.5% 

木造住宅について，つぎの意見のうちで適当と思うものには Oを，そうでない

ものには X をく 〉の中に曾きなさし、。

( ) a.居間や茶の間等は南向きにし，台所は西側にするのがよい。
しん 1:.I:~ 

く ) b.寝室の広さは，一人当り三位くらいが適当である。

( ) c.二階のへやは日あたりがよいので.老人のへやにするとよL、
く ) d . 客聞の基準照度は 100~日ル Fスであるが，台所の照度もこれく

らL、ヵ1よし、。

A 住居の条件についての理解をみようとしている。

B 日常生活に慣れきって，あるいは逆に理想に遠い生活のために"住宅に対

する考えが，全体に不足している。

c .県中学校長会編 「中学校職業 ・家庭科指導の手びきJ参照

・保健，現科などとの関連に留意する。

昭和33年度 問題 (8)ロ 正答率 5.6% 

つぎの a.からe.までの支刷新の削のう ちのどれにはいるか。仁二l
(J)中からそれぞれーつずつ選んで，その番号をく 〉の中に書きなさい。また，選

んでく 〉の中に書いた費目は，家計の費目を生活必要費主文化賞とに大別した場

合には，それぞれどちらにはし、るか。関係のあるものをーーで結びなさい。

I (つ

i a. :1'ム長靴代く 〉
I ;t~. &ん

I b.駅西縦覧料( ) 生活必要量生

1.食物質 5.衛生賞
ひ

2.被服賞 6.公共資
も〈

I c.電球代( ) 3.住居費 7.貯蓄5費

I d.町 民税 ( ) 文化賞 i 4.教養費 8.交際まま

I e.生命保険料C ) I 

A 家計における支出費自の分類が，理解されているかどうかをみる。

B 生活費分類の体験が少ないことが， 5.6%の低い正答率となフて現われた

ものと思われる。

C ・直接家計に関係、できる機会を作る。 く耳期休限中など〉

・各家庭の生活費分類党させてみる。発表は%でする。
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』ー一一

-例題をつくり ，反覆親習させる。

つぎに費目内容のまちがい易い例をあげる。

×食器など …食物資として考えやすL、が，これは住居費でゐる。

X長靴，はき物，たび，こうもり，帽子・・…・すべて身につくものは被服費の中には I

L、る。

X神仏の供物に関係する費用 (さかき， お布施， お礼など〉は教養費の中に入れ

る。

X生命保険料…・・衛生費に入れがちであるが，これは貯畜費である。

×電球および電気器具ーー ー光熱費に誤り易L、が住居費である。

X化粧石けん ・…・衛生費

X洗濯石けん・・・・・・被服費

×洗濯代・ ・被服費

支出を大別ナれば，生活必要費〈衣，食.住，光熱費〉以外は， すべて文化費とし

て考えられるので，これを明確には握させるよう留意する。

一備考一

家計の発表はむつかしいものであるが，収入を表~乙出さないで， 支出合計から

?のに現わせば発表させやすい。

昭和32年度 問題 (4)口 正答率 3/.7% 

下の表は，ある町におけるA ・B・Cの三つの家庭について，一年間の家計の費
は九

回の割合を示したものであるU 一般的lこ考えると，この表では，どの家庭がもっと

もくらしが楽だと思われるか。 一つ選んてその符:号を O でかこみ，そのf1Jl.由を書

きなさい。

I~旦!J 食物防|被附% 1 住居~% I 光熱費% I ~イ的
A 1 53.0 I 9.0 I 4.5 I 5.5 I 宮8.0

R I 45.0 I 10.0 1 5.0 I 5.0 ! 35.0 

c 1 40.0 I 11.0 1 IJ.O I 4.2 I 制

理由

A エングノルレ系数の王稗早

B この問題のよう Jにζ，理由を記述することは，理解があやふふ，やでで‘はおぽつカか‘ 
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ない。表現カの不足も重なって正答率はよくない。

c一家計簿の記帳と決算を行うことによって，家計の内容を認識さぜるように

する。これはぜひ家庭の協力を得るようにして，家計簿の決算の結果や予算

について知らせてもらい，自分の家の様子を知るように努めさせる。

ますこ lか且の収入10万円と， 2力.円の家庭を予想して予算を作らせてみ

る。く家族数，年齢等を同じ条件にする〉 収入が5倍になったからといって米

を 3倍食べることはできない。いわしを牛肉にしてみたところで，食べるの

には限度がある。同様にして生活必要費について考えさせる。子供を大学に

学ばせることは，2万円の家計では出来がたいであろう。しかし，その中で

大学へあげる努力も考えられるであろうし，また必ずしも大学へやらなくと

も，一人前の成人に育てるこ とも可能ではあるまいか。といったように，生

活にふれて考えさせる。

昭和31年度 問題 (4Jハ 正答率 69.0% 

幼児にあたえるおやつとしては，ホ γ トケーキとみかん.ょうかんとなし，おむ
a b C 

すびとキャラメル，の三組のうち(ホットケーキとみかん，ょ うかんとなし，おむ

すび主キャラメル〕の純み合せが適当である。

A よいおやつの条件(栄養上〉についての理解を問うている O

B， C 

・体験を湿しての理解が大切であり，実物または実際の場について指導す

る。

-幼児のおやつの栄養的意義を説明し，よいおやつの条件を知らせる。

・栄養素がととのっていること。

-消化がよく，つぎの食事.にさしっかえないこと白

.適当な満腹感のあること。

・衛生的であること。

0 ホ・7 トケーキとみかんがよい理由

栄養・・・・・・幼児のおやつでは. 1 @]の食事と考えなくてはならなし、から，すベ

ての栄養素の含まれてし、るこの組み合せが適当である。

ホットケ ーキの原料は，卵，牛乳，小表者奇で，三熱量棄はもちろん，カルシウ
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/ 

ムや鉄分等幼児に必要な無機質も含まれる。ミカ yを添えれば，ホットケーキ

に不足するピタ'ミシA・Cを補うことができる。(小麦粉は米よりもV守 BI

を多く合む〕

x ょうかんとなし

熱量だけはゐるが，イ也の栄養素は少なくいずれも消化が怒L、。ょうかんは原料

が小豆と寒天で多盆の糖分があるので， 消化が慈し、上に極端な敵性食品にな

る。なしは.U細胞といって，他の果物になレ闘い細胞をもっているので，幼

児に-1'向である。

X おむすびとキャラメル

熱盆だけはあるが，事告質が多く酸性食品のみであり.rI~化に時間がかかりつぎ

の食事にさしっかえる。

昭和33年度 問短 (8)イ 正答率 /5.0% 

つぎの文の( )と{ }の中から，もっとも適当と思うものを，それぞれ一つず

つ選んでその符号を Oでかこみなさい。
世ん こう

幼児は一般にく a. 2才 b. 4才 c. 5才〉をすぎると反抗的になる時
あっか

期がく る。この時期の幼児の扱いについては

( d.反抗するたびにしかつて，反抗するのを直すようにする 1

I e. 自分をみとめてほしいというこどもの気持を知って，ほ|i めた…治せたりする jのい
f.いつも，やらせたいと思うごとの反対のことをいって. I 

反抗心を逆に和Il，E目する ノ

A 乳幼児の精神発達とその扱い方についての理解を問うている。

B 一般にこの種の問題は，生活の巾で経験していても，はっきりした理解は

で きにくいものである。とくに幼児期に限定して問われた場合，その特質を

は握していなかった事情がうかがわれる。

C 各自の幼い時のことを，母から聞くようにさせる。

ー一参考事項一

反抗期とは，自我意識が非常に強くなってくる時期である。

第一次反抗期はふつう 2才から 4才までの聞に現われてくる。子供・の心に 「自

分」主し、うな識が非憶に強くめざめてくる時期なので，お主なにfiiJかし‘われる
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と，必ず「イヤ」とし、つてはねかえすのである。この時期にはあんまり押さえ

つけないで，できるだけ「お 『 一一

りこうだから」とし、うよう

に，おだてるよう扱うことが

こつである。

右表にみられるように， 主主

18% 

79，% 

志薄弱児は反抗期がなかったとL、う子供が多いが，正常児は大体経過する時期

である。 一以上は山下俊郎氏「児童心理学」より一

昭和32年度 問題 (12J日 正答率 1/，8% 

にllI>う主ヲ

下の病気のうちから特に乳幼児がかかりやすいものを二つ選んで，その番号を
し主》

0でかこみなさL、。また.0でかこんだ病気の症状はどれか。布がわの症状の中

からそれぞれ一つずつ選んで，病気Lと一一ーで結びなさL、。

Lトましカミ

吐いえん

2.肺炎
ぜ~

3，百日咳

4.楊チブス

a.概して熱はないが，咳がつづけてでる。
こ者申う

b.多くは熱があって，呼奴は苦しそうである。
-j，、喧

C.はじめ風邪に似ているが，自がまぶしそうになり，口の中に
はん

白い班点がでる。

d.高い熱がつづいてでるが，その割合に脈はく数が多くならな

L、。

A 乳幼児のかかり易い病気，およびその症状についての知識を問うている。

B 乳幼児に限定されているが，その特徴をはっきり理解していなかったもの

と思われる。

C ・説明とともに.図やスライド等の視覚教材も活用し，病気の原因や症状

を知らせ，簡単な看護の方法を指導する。

・標病統計表によって，年令，死亡率などを知らせる。

統計表についてはできるだけ新しいものを得られるように努める。

く統計表は保健所，県統計課などで調べることができる〉

とのごろの家庭には，幼児がいないことが多いが，各自が幼児だった時にど

んな病気にかかったかを調べさせ， 学校で発表させてみるのも一方法であろ

う。中学時代では，こまかい看護までは指導できな、、にしても，風邪気の子供
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の眼が赤くなっていたりしたら，はしかであるまいかと，家へつれて帰るよう

な知識をもたせたいものである。はしかは一度熱が出て 2，3日でちょっと自|

き，一応風邪がなおったように見えてまた発熱する。その前に眼がまぶしそう

になるのであるから，おいこませないように注意が望ましい。 こうした症状を

よく話してやるなら，案外中学生でも興味をもつのであるまいか。

昭和.33年度 問題 (12Jロ 正答率 a. .1/.5.9% b. 500% 

つぎの a.b.に関探のおるものを， 仁コの司吋それぞれ一つずつ選んで

その番号をく 〉の中に書きなさい。

く

く

) a.ゲージ 法

物

理調

編

令

J

凋
伸
AR

V

J

J

維

チ

紅

糊

ロ

学

カ

化

t

A

q

，h 
) b.ム 4 エル

A 家庭科の実技に必要な専門語を理解しているかどうかをみようとしてい

る。

B 方法は知っていても，用語を理解Lていないよ 5に思われる。

C ・簡単な日用語的専門語を指導しておく。

・家庭にその方法を取りこむように指導する。

県中学校長会編「中学校験業 ・家庭科指蒜の手びき」第二集参照

.ゲージについて詳細に説明し実習させるよう留意する。

ゲージとは編物に関する用語でためしあみのことである。これは網みたいと思っ

ている毛糸を使って，これから使う多iでしかも編むかたさも希望しているかたさ

にして編んで，続目と寸法の関係をわり::~してみる。これを基準として出来上り

寸法に必要な目数含決め物を製作するのであるから，よく徹底させねばならない。

ゲージを作る方法の一例

7αn角編んで，その中の 5Cm角を

基準として，製作品の型紙の寸法よ

り，あむ回数を割り出す。

、、、 7cm --
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-ムニエルとは，，魚に主主.M撤して小麦粉をまぶし. 7 ライパンを熱して油， (ま

たはパター〉を入れ，その中へ魚を入れて，ふたをして蒸し焼きする方法であ

る。家庭での焼き物料理として，ぜひ取り入れたいものの一つである。焼き上げ

た後の7ライパyでは，さらにつき合せとしてにんじん，ほうれん草等をソーテ

ベこすることも，合せて指毒事するとよし、。

昭和34年度 問題 (10) 正答準 0.0% 

つぎのおのおのについて関係のあるものを，下の1-1の巾から選んでその符

号を く 〉の中に替きいれなさレ。

1.プトマイシく ) 2.ゾラニユノ( ) 3.グルテνく 〉

4.ヨロカルソく 〉

ふd
 

も
B
U
W
 

.、、喝、刀

魚

噌じ

nLW 

Z
L
 

そみ

〉子

b
F搬f

t

‘、
ん

ど

が
ん

く

り

ら
a

e

 

A 食品に関する特殊な物質についての知識を問うている。

B これ等についての知識をほとんど持っていないように思われる。

C 新しい食品加工の方法や，食品衛生に関する知識もあわせて指導する。

1. プトマイン (魚〕動物蛋白質が腐敗した時生ずる腐敗蛋自の名前。

2. ソ ラュン (じゃがいも〉発芽時期になると，皮や芽〈特に多くなる〉

の処に生ずる毒素。人聞が死んだ例はないようであるが，

春先に芽の出たじゃがいもで，馬や牛が中毒死した例があ

る。調理の時皮が多少残っても，熱を加えると毒性がほと

んどなくなる。

3. グノレテン (ふ〉小変粉の蛋白質で粘性を持つ。ふは，このグルデン

を利用して作られている。

4. コロカルソ (味噌〉強化味噌にくカルシウム強化〉 使用されている炭

酸カノレシウムの商品名。商品名ではあるが常識化されてい

る。強化剤の指導も大切である。

同

h
d

a
u
 

噌

E
ム



一備考ー

・プトマイユノ中毒につL‘て

プトマイγはそれ程の毒性はなく，これの生ずるような場合には，その食

品に食中毒を起す一定の細菌が繁殖して，毒素を生成するためである。こ

れが中毒の原因になる。 したがって， プトマイ yそのものの中毒ではな

L、。 一時はプトマイν中毒といって，死亡率絶対多しとみた向もあった

が，現存では，それほど重点をおかなくなヮた。

(高校教科書食物E 中教出版株式会社編 P 176 参照〉
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1. 出題の傾向について

ま と め

問題は，大別して，必修くこのうちに共通と選択とがある〉と選択になって

いる。そのうち必修は，五問題である。

出題傾向を一応分類してみると，つぎのようにまとめることができる。

⑤

⑬

 

~
~
 

①

⑥

 

、J

、J

題
、
題

間

開

通

択
共

遷

r
I‘
、
〆
t
‘、

修

修
必

必

食物(4-) 家陛経営 (1) 

食物(調理〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑥ 。

被服(義理常:::::::::::二::84
保 育・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑩~⑬

f食 生 活・・・・・・・・・・・・・・・・⑫-@食物 主主滋
1貌 怨・・・・・・・・・・・・・・・・@-切

「衣服材料・..........・・・・・⑬

被服(裁縫(空かす:::::::::::;富-@

住 居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑧~⑫

家事経済・.....................⑫~⑧ 

保 育・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑧~⑧

その他(食物被服に関するもの〕 ・・⑫-@

共通必修については，食物が圧倒的に多い。男女共に学習すべき知識 ・理解

であるから，当然であろうが，それに比較して，必修選択には，被服関係の問

選択の問題 @-⑫ 

題が多い。

選択課程の問題となると，各分野・項目にわたって広く出題されており，家

庭科左しては，なかなか興味深いものがある。

選択の問題は，それだけに，解答率も全般的によくない。

選択の職業・家庭科は，英語との組みあわせの関係上，当然高い程度と内容

が要求されているわけであろうが.地域的にみて，都市では主に英語を選択

し，農山村の小規模学校で、はp 職業・家庭科を選択することからみて，家庭科

を選択した生徒の学校の実情や，生徒の学習能力からみて，問題fJS内容的にむ

ずかしかったのではないかと考えられる。
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l ここでは，問題の傾向について，あまり内容的?とはふれないが，各問題に対

する詳細は，問題の解説をみていただきたい。

ここに，問題全体を通してみた，家庭科指導の基本的なものだけを，総括し

， て，まとめてみたいと思う。

2.教l科研究の要点

(1) 広範な科学知識を持ちたい。

(.2) 義富な生活経験を持ちたい。

(3) 前二者を総合した実践的行動をとりたい。

凶行動に習熟し，より高い技能を持ちたい。

(5) 撃った教具や設備を持ちたい。

これらのことがらは，家庭科の教師としてのみで‘なし家庭人としても必要

なことである。

家庭科は高度の科学知識が必要であることは，いまさらーいうまでもないこと

であるが，学校生活では，指導がかならずしもじ唖ぶんであるとはいわれない。

ましてや技術 ・家庭科の実施をみれば，調理 ・被服製作・家庭工作 ・設計・製

図・家庭機械たどの技術学習が第一線に立つことになり，この点従来の職 ・家

における第5群の「家庭生活およびこれに必要走技術を学習させる」という考

え方とは違ってきて，積極的な技術学習が，近代技術の流れの中で取り上げら

れてくる。

これらの取り扱いは 容易なことではない。教師の修養とともに，家庭の理

解，協力が要請されるゆえんで、ある。

1 上にあげたp 五つの研究の要点について，それぞれをくわしく述べればつぎ

のよう tこなる。

(1). . .・生活現象の各部商にわたって，その原理や原則がわかり，それらの知

識にもとずいて行動できるようになったら，実に楽しいことである。 またp 科

学教育の振興の叫ばれている現夜2 進歩してゆく科学水準にあわぜて，家庭生

活を進めるよう野力しなければならない。しかし，日常生活の疑問は数多い。

簡単な例をあげれば同じ食物を同阜'.:0同条件の生活程度の中で食べていても，

肥える人と，肥えない人がある。医学的には，もちろん相当の根拠はあっても
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決してすべてではない。製薬会社の宣伝のように，薬が休に有効ならば病気に

なるはずもないし，なってもすぐ回復しなければならないはずである。そうし

たp 理くつ通りにゆかないことの多いζ とも現実である。

(2)・・・・のことがらが必要になる。

いろいろな生活現象についての判断は，経験によってかなり正しくできると

とがあるもので怠る。初児を育てるときの親の不安は，科学的知識だけではす

まされない一つの例であるまいか3 生活科学は，あらゆる面から合理北され能

率化されなければならないが，反面実践活動をi直すととによって，確かなもの

になることができる。この意味で理論と実際が結びっく，指導者どなるよう努

力したいものである。

生徒に献立を立てさせるにも，教師がみずから経験し笑践しておれば，理論

だけで指導するよりは立派な批判や指導ができるわけであって，時にはp 物価

を問題にしなかったり，東京の出廻り品は知っていても，その地方における出

廻り品を知らなかったりするこ主もあろう。

さらに近代技術の要請からみれば，機被 ・電気を高度に活用し，また化学的

に処理する科学技術が必要である。それらの取り扱いは，この教科においては

科学そのものとして扱われるのではなく ，調理，被服製作 ・整理，家庭工作な

どの技術に活用される機織・電気である。そこには当然整備や修理の技術が必 .

要であれそのための分解 ・組立・給油などの実技がともなって〈るので，教

師にとっては容易からぬこととなる。技術・家庭科では，科学技術の学習を中

軸として，家庭生活に関する学習を，これと不離の関係において学習させ上う

としている。これらの点から，教師の生活経験が重要でおると同時に，家庭の

理解，協力がこの教育の効果を高める要素ともなるわけで、ある。

(3)・・・・理論と生活と結び・コいた時には，すぐ実行したい。

実行力のない指導者では，能率はあがらない。季節の加工食品をやろうと計

画じていても，さて時間がない。 いつやろうか・・・・・・と考えているうちに，い

ちごや桃の季節が終ってしまう。すぐ実行できるようになりたい。

したがって，つぎの問題がでてくる。

(生)・・・・仕事:がさっとでき，しかもより気分のよいものにしたい。何でも他カ

本願でなく，自力でやるように努力したいものである。いうは易し行うは難
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いものでp なかなかできるものではない。

毎日のテレピ料理をみて，簡単そうだと思っても.調理の技能を持った人で、

ないと，そうやすやすとできるものではない。科学的な基礎をもってF 技術を， 
習得するのでなければ，はやく熟練することはできないので為る。

(5)・・・ ・前述の四つの要項に合致した指導者があったとしても，学校ピ設備が

なゐミったとしたらr まったく効果はうすれる。学校の乏しい設備費では，無理

の点も多いことであろ5が，誠意をもうて努力してゆきたいものである。また

同時に，わたしたちは，家庭にできるだけ便利な器具やs 設備をしたいもので

ある。

欧米諸国の家庭では，電気冷蔵庫や，掃除機のない家庭は少ないとか，反対

に写実ー機はそんなによいものを持たないし無い家庭も多いそうである。参考

までに，あ.る高校の調査例を示すならば，写真機は約40%，電気器具は，洗濯

機を除いては，ごく少数で，5%以内である。 c高校牛刀家庭〕 芳え方のちが

いがあまりにも大きい。

ドイツの主婦咋乙，半熟卵の温度を聞かれたある医師の話は有名であるが，日

本の家庭には，だいたい，温度計さえないのである。これも調査してみる と，

現在8%くらいの家庭しか持たなL、。(体阻計は陥とんど備えてある〉

ー秤も同様である。何となくし、いかげんな生活になり易いわけで"幼い時から

習慣づけるためにも，ぜひ設備したいものである。

(金のf更し、方を考えなければならなν。結婚式の無駄な費用をはぶくだけでも設備

できる〕

3.指導の基本方針について

(1) 社会の進歩にあわせた指導・

科学の進歩はめぎまL.<，それにしたがって，産業の発達も偉大なものがあ

る。生産と消費は，草の両輸のようなもので，家庭科における，科学的知識に

しても，学習経験にしても，また教材教具1，乙しても，めまぐる しい進歩発達に

即応できるよう努力しなければならない。

最近では，栄養基準までF 改訂された。全国統計からみτも不足する栄養素

や，食品が，例年同じでよいかけはないのであ話。
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被服材料もダつぎからつぎえと便利な新製品がでてい!る。それらに対ずる新

知識は，できるだけ早く身につけ，またダ必要にぶつては，早く教材におりこ

むようにしたいものである。

(鉛 他教科と連絡を密にし，関連のある指導をする。

家庭科は，各教科の綜合された知識が必要である。各々の単元に応じて活用

するようにしたいものである。それはまたp 笑際の生活にも応用させたい。理

科とちがった活用面を指導で、きるようになりたい。

生物，物理，化学，保健，社会等広い部面にわたっての関連性を考え，短い

時間も有効に能率のよい指導をしたいものである。

(3) 生活の事実や，視聴覚教具を活用する。

教科の取吸いは.生活の笑際を通すことは，最も望ましいことである。しか

し.全部が家庭生活の経験から得られるものでないから，いろいろの〈ふうが

必要である。保育，住居等では，似L画やp スライド等の視覚教具を活用し，統

計表， その他図表をくふうし， しかも新しいもので指導できるよう努力した

L、。

幽実験や，実習による指導をする。

知識を笑験，笑習によって，確笑なものにしたい。それには前述のよ lうに，

基本的な設備はぜひほしい。食物，調理実習をするにも，調理用具から，燃料

まで持参しなければできないようであれば，やることが，おっくうになり，生

徒の興味も簿くなる。

ミシンは，50人に 2~3台しかない学校で， 徹底した指導は無理である。し

かし，学校の予算も限られていて，あらゆる部門にわけなければならないこと

もあろうが，できるだけ，家庭の協力を得て実習させるように努力したいもの

である。

(町 家底の協力を得て，実生活に活用させる。

学校での部分的な実験，笑胃を，実生活に結びつけ，身についたものにした

いもので¥ある。このことがさらに進んで生活改善にまで笑行できるようになれ

ば，いっそう効果がみえたことになる。改善には，お金のかかるものと考え易

い人もあるが，子供が，父親に，たばこをやめて牛乳を飲むよう提案すること

も改善築である。たばこも牛乳ものんでいる家庭は，たばこ代の半分だ、けでも
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貯蓄にむけて，電気冷蔵庫を求める資金の一部にむけようとかp 一年一回位のl

家族リクレヱヱシ iヨンに廻すとか，考えればいくらもある。日本では，だいた

い男子だけで楽しむ会合が多すぎるといわれている。ぜひ乎{Jtたちの発言を入

れた家族会議をもち，あたたかい民主的な楽しい生活にひたり得る家庭をつく

る意慾じ実行力を持つようにしてゆきたいものである。
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第 6 群

昭和30年度 問題 (1 ) 遜沢共通問題 正答率 331% 

右の表~ì，昭和27年末調

ベの，本県の工業統計によ
rt司 |大工場 | 合 計l工場 I/，"~o//J I 
I 時 %1 略

って作ったものである。 1工場数。割合 98.71 1βI 1ωo 

この表をみて，つぎの問に 1従業者数の割合¥ .'J8.1¥ 仰 ¥ 100.0 

|生産額の割合 1 48.tl 51.91 100.0 答えなさし、。 I . .-I -.-I 

1. 小・中工場と大工場をくらべると，生産額の従業者一人当りの割合は，どち

らが大きいが。

答

2. その理由

A.本県f乙おける工業の生産性を，小 ・中工場と大工場の数や従業員，生産額

の割合を示して比較させ，小・中工場の生産イ全のf!!;い理由(逆にとれば大工場

が高い理由〉を問うている。

R.生産額の従業者一人当りの割合という意味がわかりにくかったと思われ

る。従業者一人ぎり生産額指数でもそえであればp はっさりしたかもしれな

いが，この資料では，従業者数の割合と，生産額の割合から考え出さなければ 4

ならないこと』となる。すなわち， /J、.中工場対大工場の従業者の割合が 66.1

: 33.9と約2: Iであるのに対し，生産額の割合が 48.1: 51.9と約 I: Iに

近いことから，大工場における生産額の，従業者一人当りの割合が大きいこ

とを知ることになる。

この理由は，近代工場形態をとっている大工場と小 ・中工場の相違と考え

られるわけで-あるが，生徒の中には，数字の比較上の理由をのべたものもあ

るかもしれない。いずれはしても，正答率 33.1%はこうした資料を読みとる

力に欠けていることを物語っている。

C.わが国産業の特色の一つは，中 ・小企業が大きな比重を占めていることで

あるが，これは少数の大企業が，大資本で多額の生産をあげている下で，多

q
J
 

n
J
 

句
よ



くの小企業が，不利な条件で細々とした生産をつづけ，これが園内産業の大

きな問題となっていることはいうまでもない。

ここでの問題は，木県内におけるそれらの関係を具体的に示したもので，

工業県を目ざす本県工業の県民経済，県民生活との関連への理解を意図し

て，取り扱う機会がもたれるべきであろう。このことは，生徒の将来生活一

就職ーにも結ぼれるものであって，近代制荷がくみこまれている生産現場の

作業方式，管理方式，労働方式と，密接不可分の要素をもっていることを自

覚させるべきである。

(備考〉

政府の中・小企業対策の対象としては，資本金一千万円以下で，従業員は工業で

330人以下，鉱業でω∞人以下，商業では30人以下ιなヮている。

.昭和31年 度問題 (I ) 必修問題 正答率 イ.65.0% ロ，!j.1j.3% 

工場を経営して作業能率をあげるためには，作業環境と従業員とに対して.どん

なくふうが必要か。それぞれ一つずつ慾きなさい。

イ.作業環境

ロ.従業員

A.職業生活を健康で安全に過ごしp 什事の能率を高めるに必要な一般的な基

礎知識を，具体的な工場経営の立場から，作業環境と従業員に分けて，その

対応策としてきいたものと思われる。

B. この問題のように， 工場を経営して作業能率をあげるためには， ・・・・・・ と

生徒を経営主休の倒において考えさせてはいるが，問題はむしろ，生徒が作

業をする立場にたって考えなければならないのであるまいか。そうすれば，

間イ，の作業環境を快適なものにするために，伺が望まれるかは働く立場か

らいろいろ考えられるし，問ロ，における従業員にしても，従業員となる場

合(就職を究設定して)，自己の才能をじ申うぶんに生かしうる個性にあった職

場が望まれるであろうしく適正配置)， さらに仕事の能率をあげるために技

術に熟達する必要があるなど， 当然考えられねばならなかったのに， 正答

率50%に満たなかったのは，現実的視野への要索に欠けていたためと思われ

る。
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C. 

1. この問題で表面的に考えられることは，作業能率増進のための管三塁とい

うことであろう。それを生産管理や人事管理の両面から，作業環境と従業

員について考えさせている。このような管理計画は企業の大小を問わず，

現実的にあらゆる職場で実施されていることがらであり ，農家であっても

例外でないことを，生徒に気づかせ発見させるよう具体的に取り扱うこと

がよい。たとえば，農家において生産を向上させるために，生産手段とし

ての機械化がはかられたり，経営主体者を中心として労働力の配分，組

織，統制がおこなわれ，一家をあげて増産にとりくんでいく。そこにfま生

産技術の改善や令理的経営が常にくふう反省される。また農業従事者につ

いても，労働力の有効利用という立場から，能率をあげるようしくまれて

いく・・・・・・，等々。

2. こうした管理面に即応して，職業生活における健康，安全が関連してく

る。とくに工場では，災害防止や職業からくる病気の予防が欠くことので

きない要件であることをp 災害発生原因，疲労と休養等具体的事例を透し

て理解させることが大切である。

3. .この取り扱いではいたずらに理論に走ることをさけ，卒業生の具体的事

例や体験談，工場，会社等における現笑的な問題を具体的にとり1らげるこ

とが望ましいし，できるだけ工場，企業休の見学をして，能率増進のため

にとられている方法や，災害防止のための施設設備などを見させるように

したし、。そうした措置がとられない場合は，工場関係の映画，スライド，

掛図，写真など利用することも効果があると思われる。
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昭和32年度 問題 (1 J 必修問題 lE答率イ.30.5% ロ.3.8% 

下の表は， 昭和27年度および昭和28年度の中学校卒業者の産業~jlj就職先~i'JI，l査し

たものである。これをみて，つぎの聞に答えなさし、。

イ.つぎの女のうち，正しいと思うものにはOを，そうでないと，思うものには×

を. ( )の中に書きなさい。

( ) 1.製造業?と就職した人数は，昭和27年度も昭和128年度も，他のどの産

業l乙就職した人数よりも多L、。

( ) 2.鉱業に就職した人数は，昭稿127年度と昭和28年度と同数である。

ロ.昭和28年度卒業者の、うち，第三次産業に就職した者は全就職者の何パーセユノト

台、ot.こTとし. 「その他Jを除いて計算しなさい。

答 % 
4 

中学校卒業者のうち就職者の産業別就職先

12S: 計 |浪芸|私312討 議|鉱業 |建設業|製造業

昭和27年度防~I 38.1 

昭和28年度oの 30.3 0.5 宮.2 0.5 2.0 41.0 

昭和2昨度指数| 88.9 

区 分間L時 |議室護 |雲鵬 |サ ー ペl会

昭和27年度ぺ 8.:2 

昭和28年度oの '10.5 0.3 1.9 7.7 0.5 ~.5 

蜘 2昨皮指数 | 85.9 I 87目9

‘く注〉 指数の基準年度は昭和27年目主である。

A. 中学校卒業生、の産業別就肱先一覧表を読みとるこ とによって，産業分類の

理解程度をみるとともに，統計数値の解釈をねらったものと思われる。

B.問ィ，では二つの関門が考えられる。一つは，パーセントがある基準とな

る数量と比較された数値であり ，同一年度においては基準量100%に対し，

各産業種別ごとに示されたパーセントをみるこ左によって，その年度内就職

者の割合が比較されること。他の一つは，年度がちがえば基準量が同ーかど

うかは不明であるが，表には指数の形で両年度が比較できるようになってい

るので，指数の意味がわかれば就職人数の比較が可能であるということであ

pnv
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、.
る。正答率30.5%は，おそらく後者の理解が不足していたためと思われる。

問ロ，で、は，第三次産業とはいかなる産業大分類をまとめたものかが理解

されなければ，正解を期し難い。正答率8.3%の低率は， この知識のあいま

いさを物語っている。

C. 

1. 産業分類は，一般に用いられている国勢調査の 12大分類， 38中分類，

121小分類を引用し，そのうち主として大分サ翼について取り扱うこ とにな

ろうが，具休的な身近かな事実，ずこ主えば自校卒業生の最近数か年聞にお

ける産業別就職状況や，県下中学校卒業生の資料などを手がかりとして，

理解に導くことなどが考えられる。

2. もちろん産業の内容や特色など，社会科でも学習していることと思われ

るので予ここでの取り扱いは重点的，具体的な方向を心がけるべきであろ

自校卒業生の就職動向にしても，産業別にく九中分類の有機的関連が容

易でまbるし，第・次，第二次，第三次産業とL、った分類のしかたもわかり易くでき

そうだ)，さらには，個人の従事している仕事の内容によって，職業別の

.分類に導く ことは望ましいし，そうした具体的事実の活用によって産業主

職業の関連が，身近かな問題として認識されるのであるまいか。

3. その場合，先輩の歩んで、いる道が.つねに国内産業や職業の特色，動向

と結ぼれている点を強調し，生徒の将来進むべき方向や，現在および将来

の生活の計画や心構えを養与ょう留意したい。

4. パーセントや指数は数学などで取り扱われてきているので，指導として

は，数表の読みかた解釈のしかたに習熟させる方向が望ましい。したがっ

て，教科書の資料などを前記資料とあわせ活用したいものである。
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昭和33年度問題 (3) 正答率イ，42/i% '<'， 211/1% 

つぎのイ. '<'.にもづとも関係の深いものを.下の いから6，までのうちから

それぞれ二つずつ選んで，その番号をく 〉の中に密きなさい。

イ.公共職業安定所( ) ( ) ロ.労働基準法 く ) ( ) 

1.作業能芸名古あげるため，設備を終え，採光や照明をよくする。

2.特別の場合のほかは，従業員に 1日8時間， 1 ~48時間をこえて労働させな

し、。

3.短い期聞に，職業に必要な技術を持母する。
L上告かL・

4.求職者のために，職業を紹介し，あっせんする。
ぜす

5.満18歳にみたない者を使用する事業場には，その年令を証明する戸籍証明書

をそなえつける。
はら

6.失業者に対して，失業保険金を支払う 。

A.生徒の就職や将来の職業生活に関係の深い公共職業安定所や，労働茶準法

につい-;C，その機能や法規上の重要な点を，具体的事例をあげて理解を問う

たものと思われる。

B. 間イ .については，選択肢4は一応問題ないとしても，選択舷 6(正解〉

と5あるいは!と 3などの 2こりちがいがあったのであるまいか。(3を

とるとすれば，公共車買業補導所ー現有2では職業訓練所というーと誤った生徒も予怨さ

れる〉

問ロ.で、は，選択肢2に問題はなく， 5 (正解〉と 61乙迷わされたのであ

るまいか。、失業保険金を支払うという意味を，失業保険金を支払うことを規

定 した制度と考え， それが労働基準法に規定されているとでも解され易い。

正答率24.9広は，そうした誤が多かったことによるのであるまいか。

C 働く人の保護を規定した労働基準法については，社会科でも取り扱われる

ので，ここでは職業生活との関連の立場から，重点的な取り扱いをすることが

望ましい。すなわち，中学校卒業後就職する者は，満18才未満の年少労働者

に属し，婦女子とともに，その健康保持について特別の規定があること く労働

基準法第六章女子及び年少者〉 など，具体的事例を取り扱いながら，その

内容にふれることがよいと思われる。

また，(1;共職業安定所については，もっぱらその利用の観点から，いわゆ
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る職業紹介，あっせん，補導などの機能にふれ，積極的な職場開拓のための

公共機関であることを理解させる。また失業者に対しては，社会保障制度の

一環としての，失業保険金の給与えEども取り扱っていることにふれていく。

なお社会保険とその利用を，就職先の条件，就職手続き一労働契約を結ぶー

などによって有効に活用できるよれできるだけ職業安定所をとおしておこ

なうことがよいことを理解させるべきである 3

昭和34年度問題 (5J 正 答 率イ，57.0ぅ6 1"， 79.3% 

つぎのイ.ロ.の文の( )の中にあてはまるものは何か。 それぞれの交の下の

にこ|の中から選んで，その委号をく 〉の中にi:!fきいれなさい

イ. ( )は産業分額の第2次産業の中にふくまれる。

ゅう
1. M¥業 2.念磁業 3.製造業 4. 漁染ラ.サーピス業

ロ. く 〉になるには，国家試験を受けて，それに合格することが必裂である。

ざい | 

1. 3lイピスト 2.アナウシサー 3.銀行員 4.薬剤師ラ.デザイナー | 

A.問ィ.においては産業分類のま とめ方のうち，産業大分類と p さらにそれ

らのうち鉱業，製造業，建設業などを含めてよんでいる第2次産業との関連

について問うており。

問ロ.では，いろいろな職業のうち，公共の福祉や安全に関係しr 特殊な

技能を必要とする職業に関し.国家試験を受けるものに?っし、ての理解をみよ

うとしている。

B.問イ. ~i産業大分類1 2項言の うち製造業が，第 2次産業に含まれているこ

とを確かめる問題であって，正答率は57.0%とあまりよくない。問ロ.は，

国家試験をうける必要の為る医師，薬剤師，看護婦，栄養師，ブF護士，保健

婦などのうち，薬剤師を問うている。正答率約80%は，大体こんなものであ

るまいか。

C.産業分類の取り扱いについては. 32年度 問題(1 )の項を参照された

い。なお，産業分類と関連する職業については，おもな職業の内容とその特
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色にふれ，作業に必要な性能，学力，体力，資格 く免許ーを必要としているものを

含む)， 経験や訓練など概括的な理解に導く必要があるので，.:tの際，それ

ら職業の国民経済や国民生活における意義を理解させるこどが大切である。

したがって，国家試験をうける職業は，その重要度から法律で規定されてい

ることなどを強調すれば，理解に導きうるのではあるお.、か。

歩・品 と め

第6群は，主として産業ならびに職業生活についての社会的，経済的な知

識・理解，を深めさせることを目標とするものであるが，ここにとりあげた問

題を，昭和32年度の学習指導要領の内容にそって，便宜上， !案理をしてみると

つぎのようになる。

。産業と職業一一産業とその特色

30年度問題(1 )・・・・・・企業形態と生産性

〈第3群経営ー経蛍組織の項目内若手〕

32年度問題(1 )・・・・・・産業分類

34年度問題 (5)~)... ・産業分類

。職業と進路一一学校と職業

34年度問題 C5) (吋・・・・資格 ・免許と駿業

。職業と生活一一能率と安全

31年度問題 CI ) ・・・・・獄事長生活と能惑

33年度問題 (3J・・・・・・労働法規

これらの学習は，とかく ，抽象的になりやすいから，特に注意し，他の群に

おける仕事や，実習と関連づけて指導方きるものは，できるだけ関連させて学

習をさせる。

また，社会科における，近代産業の発達の大要や，これをめく'る社会問題な

どについての学習とも，じ申うぶん関連させ，できる限り，具体的な学習とな

るよう，くふうをする必要がある。

1. 産業とその特色・・・・・・は， Iおもな産業について，基礎的な知識 ・理解
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を得させるとともに， 国民経済，国民生活との関連について理解さぜるとい

う.ねらいをもっているが， ‘できる限り，他群の学習にくみいれて学習させる

ことが大切である。特に，社会科との関連を密接に保ち，むだな重複をさける

考慮が必要である。

しかし，他群とむすびつけてき学習することの困難なもので，しかも重要なも

の (32・34年度産業分類)，また，本県の産業や，木県人の就職との関係深い

内容のものなどは， 6群としてまとめて学習するといった方法をとらざるを得

ない場合もでてくるであろう。

30年度(1 )の問題は，第2群の内容と関連づけて学習する場合もあろう

が，やはり，第3群の経営組識の内容項目において，重点的に指導するごとが

最も望ましいようである。

2. 学校と職業・・・・・ ・学習指導要領では， I学校ならびにその他の教育施設

の内容特色，およびそれらと職業との関係について理解させる」と留意すべき

点を述べているが，卒業生の動向調査やr 学校，その他の教育施設の見学など

の実施により，具体的な事実や，資料にもとづいて，観念的な学習にならない

ように指導することが大切である。

ホーム・ノレ{ムにおけるガイダンスや，職業指導計画といたずらに重複しな

いよう留意する必要もある。

3. 能率之安全・・・・・・ねらいは， I職業生活における能率 ・健康・安全 ・保 ，

民主について理j弊させるとともに，日常生活に実践する態度を養う」ということ

である。

これらの内容も，なるべく，他群の仕事学習と関連して取り扱うことが大切

である。しかし， 33年度(3 J労働法規に関する内容は，社会科とじゅうぶん

連絡をとり，重複しないよう指導計画を立てることが必要である。

さらに，学習活動を具体化するために，つぎのようなことを考慮する ζ とが

大切で為る。

(1) 日常生活や，卒業生の職場における具体的事実や資料を活用する。

(2) 映画，スライド，絵図などの視覚資料を用いる。

職場見学(みるL‘は職業調査〉をする。

各産業と特色などについて，グノレ戸プ別に研究調査をするといった効果
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的な学習指導をくふうする。

一応， 32年度学習指導要領にそって，第6群の学習指導上の留意点をあげて

みたが，新しい技術 ・家庭科になる之，こうした第d群的な社会的，経済的知

識・理解の内容主，おのずから改変されてくるわけである。

それにしても，いわゆる社会的，経済的な知識 ・理解は重要な学習内容であ

る。この関係知識は果して，どのように学習させたらよいか。特に仕事とどの

ように関連させて学習させたら，最も効果的か，といった指導の方法的な商に

ついては，なお今後の研究に残された重要な問題で、為る。
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あ と がき

第 1群から第・6群まで通覧して， rは しがき」でp あるいは総論としての

「職業 ・家庭科教育と技術指導」で意図したことが，そのようにまとめられた

かどうかを反省してみた。

もともとこの企画は，金所員の共同研究によって，ある程度の筋がきをもっ

て始められた労作で‘はあるが，学力観そのものに教科的な特性があり ，根本的

には，今後数年を費しても決定的な結論を得ることは困難であろうという性格

宏もっている。 したがって，各教科ごとに，それぞれの立場で分析検討を進め

ながら，いろいろの場面で，また全所員の協議がくり返される，といった過程

をたどってきた。その関，中 ・高等学校における錬達された専門教師の意見を

広くきいて， 誤りのないことを期すると ともに，学校教育課の指導主事からも

直接間接に援助をいただいた。

とくに職業・家庭科は，第 1， 2， 3， 5， 6群と広範にわたって，しかも

それぞれの群が専門化されているため，東賀， 林両所員が全体的な企画運営を

ばかりながら， つぎの方々の討議や執筆などを煩わすこ とによって， 完結する

ことができた。ここに深く感謝の意を表するものである。

第 1群 関係

新潟県立加茂山本木.?rii等学校教諭 字問正身

主として裁塙関係←稲作一宮執務

新潟市立桜井愉rl-I学校教諭 新田見周

主としてー裁精一畑作ーを執筆

西蒲黒崎村立~P暗中学校教諭 藤原輝

主として裁培(園芸〉および飼育を執筆

学校教育際指導主事 藤井正弘

指獄事例をー部提供

第 2群関係

菊鳴県立新潟工業高等学校教諭 山 口栄 一

新潟市立舟栄中学校教諭 森田光雄
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新潟市立宮浦中学校教諭 笹川定雄

新潟市立白新rr学校教諭 丸山吉蔵

学校教育課指謀、 三主 主事 広瀬 E 幸

森田，笹川，丸山教諭が原案を提示され，林所員がとりまとめ執筆

第 3群関係

新潟県立新潟商業高等学校教諭 近藤敬治 郎

新潟市立東新潟中学校教諭 八木友衛

新潟市立白新中 学 校 教 諭 野瀬古栄

学校教育課指導主事 堀江卓次

近藤，八木，野滋i教諭がそれぞれ分担執筆

第 5群関係

新潟県立新潟中央高等学校教諭 金井美代

新潟市立官補中 学 校 教 諭 清野 ミツヱ

新潟大学附属新潟中学校教諭 峰木 和 代

学 校 教 育 制 !指 l等主事 大井 ヒ ?アJ 

学校教育課指滋 主事 問 中 ト .マ

執筆は，金井，清野，峰木教諭が分担し，金井教諭が全体をまとめた。

第 6群関係

「職業 ・霊長l庭科教育と技術指滋」をふくめて，架賀，事U!fr負が執筆した。
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